
（評価対象期間　  令和５年４月１日～ 令和８年３月３１日）

千葉市公民館設置管理条例（昭和４４年千葉市条例第２３号）
第１条　この条例は、社会教育法(昭和２４年法律第２０７号。以下「法」という。)第２４
条の規定に基づき、公民館の設置及び管理に関し必要な事項を定めるものとする。
（参考）
社会教育法（昭和２４年６月１０日法律第２０７号）
第２０条　公民館は、市町村その他一定区域内の住民のために、実際生活に即する教育、学
術及び文化に関する各種の事業を行い、もつて住民の教養の向上、健康の増進、情操の純化
を図り、生活文化の振興、社会福祉の増進に寄与することを目的とする。
第２４条　市町村が公民館を設置しようとするときは、条例で、公民館の設置及び管理に関
する事項を定めなければならない。

地域のニーズに対応した社会教育事業の実施や施設の貸出を行う。
社会教育施設としての機能向上はもちろんのこと、幅広い市民の多様な利用に供する地域の
総合交流拠点として充実を図る。

達成率 93.5 %

R5年度 R6年度 合計

実績値

数値目標※ 39,000人 39,000人 78,000人

ビジョン
（施設の目的・目指すべき方向性）

ミッション
（施設の社会的使命や役割）

指定期間 令和５年４月１日～ 令和８年３月３１日（３年）

（１）主催講座の延べ受講者数（展示を除く）（成果指標１）

２　成果指標等の推移

※　数値目標は選定時に設定した数値であり、市設定の数値を上回る目標を指定管理者が設定している場合、市設定の数値は
括弧書きで表している。

34,815人 38,863人 73,678人

48.6 % 51.1 % 49.9 %

98.3 % 95.9 %

（３）公民館の施設稼働率（用途・利用時間に制約が大きい調理室を除く）（成果指標３）

89.3 % 99.6 % 94.5 %

R5年度 R6年度 平均

数値目標※ 100講座 100講座 100講座

達成率 121.0 % 172.0 %

制度導入により見込まれる
効果

数値目標※

実績値

教育委員会事務局生涯学習部生涯学習振興課

指定管理者名

指定管理者総合評価シート

１　基本情報

施設名称 千葉市公民館

条例上の設置目的

市民サービスの向上により、さらに多くの市民に施設を利用してもらうという効果を見込ん
でいる。

公益財団法人　千葉市教育振興財団

構成団体
（共同事業体の場合）

52.0 % 52.0 % 52.0 %

所管課

（２）オンラインを活用した講座数（成果指標２）

達成率

地域住民の生活文化向上をめざし、市民一人ひとりが豊かな人間性を培い、心豊かなまちづ
くりを進め、「社会が人を育み、人が社会をつくる」という好循環を目指していく。

146.5 %

R5年度 R6年度 平均

実績値 121講座 172講座 147講座
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【評価の内容】
　Ａ：事業計画書等に定める水準や市の指定管理者に対する期待を大きく上回る、特に優れた管理運営が行われていた。
　Ｂ：事業計画書等に定める水準や市の指定管理者に対する期待を上回る、優れた管理運営が行われていた。
　Ｃ：概ね事業計画書等に定める水準や市の指定管理者に対する期待どおりに管理運営が行われていた。
　Ｄ：事業計画書等に定める水準や市の指定管理者に対する期待に満たない管理運営が行われていた。
　Ｅ：事業計画書等に定める水準や市の指定管理者に対する期待に、大きく満たない管理運営が行われていた。

・公民館情報誌をリニューアルし、広報活動の強化に努め
た。
・連続講座を行い、職員が講座に積極的に介入することで
サークル数の増加に貢献した。
・利用者アンケートの結果や市民の声をふまえ、円滑な施
設運営、管理に努めた。

Ｂ

・生涯学習センターやさわやかちば県民プラザ等と連携し
たオンライン講座を実施する等、オンラインの活用を推進
した。
・図書室では、元千葉市図書館職員等による訪問指導を実
施。書架の整理、配架の工夫などにより本の魅力が伝わる
ような図書室づくりに取り組んだ。

・専門的な知識が必要な場合を除き、市内業者を優先して
いる。
・職員の市内雇用率は約８割である。

総合
評価 Ｃ

１　成果指標の目標達成 Ｃ

【主催講座数】
・受講者アンケートによりニーズを把握し、講座運営の工
夫改善に努め、概ね目標の受講者数を達成した。
【オンラインを利用した講座数】
・目標値を大きく上回る数を開催し、公民館に直接来館す
ることが難しい市民に対しても、学習の機会を提供するこ
とができた。
【施設稼働率】
・利用者アンケート等により幅広く利用者の意向を把握
し、施設設備の機能改善に努めた。概ね目標の稼働率を達
成した。

評価項目 評　価 評価の具体的内容・理由

４　管理運営状況の総合評価

Ｃ
・定期保守点検を着実に行い、快適な利用環境を提供する
とともに、事故の防止に努めた。
・館内照明のLED化や修繕、備品購入を進め、館内の適切
な維持管理に努めた。

４　施設管理能力

Ｃ ・選定時の提案額からわずかに削減されており、概ね本市
で設定した水準となった。

Ｃ
・災害発生時に罹災者を受入れを行い、滞りなく対応し
た。
・公民館総合補償制度に加入し、事故発生時には、適宜案
内を行った。

２　市の施設管理経費縮減への寄与

３　市民の平等利用の確保・施設の適正管理

６　その他
（市内業者の育成、市内雇用の配慮、障害者雇用の確
保、施設職員の雇用の安定化への配慮）

Ｃ

（１）人的組織体制の充実

（２）施設の維持管理業務

Ｃ

・組織体制は、提案書どおりに配置されていた。
・社会教育主事資格取得のための助成や講習への派遣を行
い、有資格者を大幅に増加させた。（R4年度：25人→R6年
度末：37人）
・各種研修の実施により、職員の能力向上に努めた。新規
の研修を取り入れたり、適宜研修への派遣を行うことで、
職員の資質向上を図った。

５　施設の効用の発揮

（１）幅広い施設利用の確保

（２）利用者サービスの充実

（３）施設における事業の実施

Ｃ
・講座や自習室、施設休館・再開などに関する案内をホー
ムページにて迅速かつ速やかに提供した。また、公民館の
公式Xを開設し、SNSを活用して情報発信した。

Ｃ



既に施設管理手法の見直しを決定している。

（４）千葉市教育委員会指定管理者選定評価委員会の意見
 市による評価は概ね妥当であると認める。
 また、指定管理者の財務状況については、施設の運営に直ちに支障をきたすような特段の問題は見られないことから、概ね
安定して事業を実施できるものと考えられる。
その他、次の事項を本委員会の意見とする。
ア 職員対応についての利用者からの評価は良好であり、この点は評価できる。引き続き職員の資質向上の取組みを進めてい
ただきたい。
イ 「主な利用者意見」として、カーテン等の清掃等に関する意見があるため、引き続き備品等の適切な管理に取り組んでい
ただきたい。

特になし

市が指定管理者に求める水準等に即した、良好な管理運営が行われた。

①社会教育事業
 主催講座の延べ受講者数（成果指標：延べ39,000人以上／指定期間最終年度）は、令和6年度実績が38,863人となり、概ね目
標を達成することができた。オンラインを活用した講座数については指定期間を通して目標値を上回っており、公民館に直接
来館することが難しい市民に対しても、学習機会を積極的に提供することができた。

②図書室管理運営事業
　図書館と連携しながら、各種研修や、各図書室への訪問支援を行い、職員の資質向上に努めた。また、公民館の講座や近隣
の学校と連携した企画や本の紹介を行い、図書室の利用促進を図った。

③施設管理・維持管理業務
　施設稼働率(成果指標：52％)は、期間を通してわずかに目標値を下回る結果となったものの、令和6年度実績が51.1％とな
り、平成30年度以降最も高い稼働率となった。施設の利便性向上のため、利用者からの意見なども参考に施設修繕や備品の買
い替えを積極的に実施した。

（１）指定管理者制度導入効果の検証

○

当初の見込みを上回る効果が達成できた。

当初見込んでいた効果が概ね達成できた。

当初見込んでいた効果は達成できなかった。

（上記判断の理由や具体的内容・達成できなかった場合の原因）

（２）指定管理者制度運用における課題・問題点

（３）指定管理者制度継続の検討

○ 指定管理者制度を継続する。

施設管理手法の見直しを検討する。

５　総合評価を踏まえた検討


